
アンケート調査結果
ANCA関連血管炎をもつ患者さんへの

質問紙調査（J-CANVAS-PRO）にご協力いただきありがとうございます。 
2024年に290名の患者さん、254名のご家族の方々にご回答をいただきました。

この度、アンケートの調査結果の一部をご紹介させていただきます。
皆さまからのお声をもとに、より良い診療をめざしてまいりたいと思います。

今後もお力をお貸しいただければ幸いです。 
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アバコパン（タブネオス）

リツキシマブ（リツキサン）

アザチオプリン（イムラン）

その他の免疫抑制剤（シクロホスファミド、メトトレキサート、ミコフェノール酸モフェチル）

メポリズマブ（ヌーカラ）

※アバコパンとリツキシマブはMPA（145人）かGPA（72人）の患者さんにおける使用割合、
　アザチオプリンとその他の免疫抑制剤はすべての患者さん（290人）における使用割合、
　メポリズマブ（ヌーカラ）はEGPA（73人）の患者さんにおける使用割合を示しています。

120
100
80
60
40
20
0

17％

24％

26％

22％

66％

年齢

罹病期間（病気になってからの年数）

現在のステロイド（プレドニン）の量

健康状態の点数（EQVAS）

性別

現在使用している薬剤※

就労の有無

61%
女性

39%
男性合計290人

1年未満
12％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1年～3年
30％

3年～5年
27％

5年以上
31％

なし
17％

2.5mg以下
17％

2.5mg～5mg以下
43％

5mg～10mg以下
15％

10mg～
8％

0～20点
4％

0点（悪い） 100点（良い）

21～40点
8％

41～60点
24％

61～80点
42％

あり（時短・自営業も含む）
34％

なし（退職後・家事専業も含む）
66％

81～100点
22％

り　びょう



あらためまして、ご回答ありがとうございました。
患者さんが日常生活の中で感じておられること、お困りになられていることについて、

ごく一部かもしれませんが、明らかにすることができました。
診療にあたる私たちにもまだまだ取り組むべきことがあると感じております。
何かお気づきのことがあれば、主治医の先生か事務局までご連絡ください。
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臓器症状（耳や鼻、眼、肺の症状など）

臓器障害が残っている患者さんの割合（VDI）

血管炎によるQOLへの影響（AAV-PRO）
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